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５・６年生の人権標語作品は中面に記載しています。ぜひご覧ください。

入賞されたみなさん
おめでとうございます！

＜人権映画祭を振り返って＞
１２月2日に、市同協加布里支部の人権映画祭において、医師中村哲、現地活動３５年の軌跡のド

キュメンタリー映画を観覧していただきました。

皆様も、よく御存知のように、中村医師は、アフガニスタン・ジャララバードで２０１９年１２月４

日に武装集団の凶弾に倒れられましたが、アフガニスタンで医療や用水路建設による復興支援に尽くさ

れている中の出来事であります。

中村医師は、アフガニスタンの無医村地区で診療を行ううちに、２０００年に行った凄まじい干ばつ

の荒野の中で難民化して飢餓と苦境にあえぐ人々を見て、医療だけでは命は助けられないと、農業や土

木分野とは縁遠い身でありながら、井戸を掘り、また、難工事の用水路建設に、立ちあがられたのです。

中村医師は、終戦の翌年（１９４６年）福岡市で生まれ、幼少期は、両親の故郷、北九州・若松で過

ごしてあります。叔父は芥川賞作家・火野葦平（本名 玉井勝則）さんで、祖父母は、火野葦平さんの

小説「花と龍」のモデルになった玉井金吾郎さんと妻のまんさんです。まんさんが息子の葦平（勝則）

さんや子供達によく言ってあった言葉は「身分で人を判断してはいけない」「苦しむ人がいたら助けて

あげること」まんさんの言葉を聞いて育った子供の一人が中村哲さんです。この言葉が、苦しむ人達を

見捨てることができない中村医師を育てたのだと思います。

中村医師がアフガニスタンの人々に本当に心から寄り添われたと思う事は、日本の先人達の知恵、九

州筑後川に今も残る江戸時代の治水工事により作られた朝倉市の山田堰の工法を採用されたことです。

この工法だと後々、地域住民の力で、維持管理が可能だからです。なお、河川工事がもたらしたものは、

緑の大地だけでなく、地域住民が協力しあう連帯感が生まれたことです。

この映画を見て、考えさせられた事は、平和を愛し、最後まで人を裏切らず、人に優しく寄り添うこ

との大切さ。今の混迷した時代に人として進むべき道を示された映画でした。

市同協加布里支部長 谷口 勝則

あなたの大切な人・ペット・ものなど、普段想っていてもなかなか相手に伝えられない「あ
りがとう」をこの場を借りて伝えてみませんか。
令和6年3月1日発行の市同協加布里支部広報「つながり」内においてメッセージが採用され
た方には、豪華（？！）賞品をプレゼントします。みなさまの応募をお待ちしております。
詳しくは、応募用紙（配付のオレンジの紙）をご覧ください。

<人権映画祭の開催について＞
12月4日～10日は、人権週間となっています。

加布里支部の取組として、

１）街頭啓発（サニー加布里店前）にて活動

２）加布里小学校子ども達の人権標語表彰式

たくさんの人権標語があつまり、みんなすばらしい作品ばかりでした。
その中から5名の優秀作品が選ばれ表彰されました。

３）日本唱歌保存愛唱会のみなさんによるコーラス

最後はみんな参加し、たのしく歌いました。
４）中村哲ドキュメンタリー映画“荒野に希望の灯をともす”

を上映。

・・・感想・・・

砂漠化した土地に命の水を導いた中村哲先生、泥にまみれ、宗教や慣習の

違いを受け入れ、命の危険さえ感じながら活動を続けられました。私達の

心に響くものがあったのではと思います。

市同協加布里副支部長 佐藤眞弓

毎年、12月の人権週間にあわせて加布里小学校5年生、6年生のみなさんに人権に関す
る啓発標語を募集しています。
今年もたくさんの作品が集まりました。その中から５作品を優秀作品として選び、12
月2日に行われた市同協加布里支部・人権映画祭において表彰を行いました。

市同協加布里支部



加布里小学校の皆様、ご協力
ありがとうございました。
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